












解答例・出題意図 

 

― 専門科目（特定課題型）― 

 

「京都市に新たにオープンした美術館」を題材とし、身近で誰もが取り組みやすいと考えら

れる課題を設定した。 

本課題を通して、受験者が自らの経験や専門分野をもとに発想を展開し、広い視野から思考

を深めることができるかを問うた。 

さらに、デザインコンセプトを構想するだけでなく、それを具体的なアイデアとして発展さ

せる能力があるかを確認した。 

 

評価のポイントは以下のとおり。 

・課題文から主題を正確に読み取り、適切に答えられるか。 

・社会課題や世の中の事象に関心を持ち、日頃から得ている知見をふまえて、デザインコン

セプトを構想できるか。 

・デザインコンセプトに基づき、言語化・視覚化する力があるか。 

・制限時間内に高い完成度で複数の課題要素に応えられるか。 

・わかりやすいスケッチや図を用いてプレゼンテーションできるか。 

 

― 専門科目（論文型）― 

 

選択問題１（デザイン分野） 

１）社会的な動向に関心を持ち、背景知識も含めて学習しているか、２）作り手の立場で分

析的な視点を持っているか、３）具体的、部分的な事柄から抽象的、全体的な現象を捉える

思考力と説明力（論述力）があるか、を総合的に評価するための問題である。 

 

選択問題２（ビジネス分野） 

近年、ビジネス分野でよく取り上げられる概念である「オープンイノベーション」の現状に

ついて問うことで、大学院入学に必要な基礎的知識があることを確認する。 

 

選択問題３（キュレーション分野） 

デザインとキュレーションとの関係を考える機会となる設問とした。 

展覧会を単に企画し作品・資料をキュレーションするだけでなく、キュレーション行為が社

会に与える影響あるいは弊害について意識的であるかどうかを問うことを目的としている。 

評価のポイントは以下のとおり。 

・日頃から美術館・博物館などに足を運び、キュレーションの実践に触れているか。 



・作品鑑賞だけでなく、キュレーションの観点から展覧会を分析・理解することができるか。 

・キュレーションの社会性についての問題意識があるか。 

・キュレーションが生み出す「価値」について分析・考察する能力を有しているか。 

 

選択問題４（テクノロジー分野） 

本設問では、デザインが歴史的にどのようにテクノロジーと関わり、その発展に伴ってデザ

インの役割や方法論がどのように変化してきたかを捉える力を問うことを目的とした。具

体的な技術を手がかりにして、デザインの領域がどのように広がり、変容してきたかを整理

しながら論じることを期待した。   

 

評価のポイントは以下のとおり。  

・設問の趣旨を理解し、歴史的な流れを踏まえて論を展開できているか。  

・デザインの領域がテクノロジーによって拡張・変容してきた点を的確に捉えられるか。  

・自分の知識や関心を活かし、社会や文化との関わりを含めて多角的に考察できるか。  

・論理的で明快な文章構成ができているか。  

・制限時間内に内容をわかりやすくまとめ上げる表現力を持っているか。 

 

― 専門科目（DD コース型）― 

 

It begins with a short passage that contrasts conventional design (tangible objects responding 

to needs) with contemporary design (systems, mechanisms, social problem-solving). The 

exam then checks whether the student recognises this shift in scope. 

 

Q1: Ability to Identify and Compare Stakeholders 

This question asks students to distinguish between stakeholders in traditional product/service 

design (e.g. clients, manufacturers, users, marketers) and those in social-issue design (e.g. 

government agencies, NGOs, local communities, vulnerable groups). 

The goal is to test if the student can identify the expanded network of actors in social 

innovation. 

 

Q2: Application of Design Skills to Social Contexts 

This question pushes students to think about how designers’ existing strengths (visualisation, 

prototyping, user research, communication) can be adapted to new, complex contexts 

(participatory workshops, systems thinking, facilitation). 

This measures their ability to transfer knowledge from one domain to another. 

 



Q3: Creative and Systems-Oriented Thinking 

This question asks for a diagram of a mechanism. This tests whether the student can: 

• Visualise relationships between diverse stakeholders 

• Propose a framework (workshop, symposium, activity) 

• Reflect on how such a mechanism could reshape designers’ professional outlook 

• It encourages a shift from problem-solving through products to problem-framing through 

collaboration and systems 


